
開館時間　9：00－18：00（入館は 17：30 まで）　※ 会期中無休

主催：「ロボットと美術」展青森実行委員会［青森県立美術館、青森朝日放送、陸奥新報社］
後援：青森県教育委員会、NHK 青森放送局、エフエム青森、青森ケーブルテレビ
助成：財団法人地域創造　協賛：静岡模型教材協同組合、株式会社タミヤ　協力：株式会社キャラアニ

お問合せ先：「ロボットと美術」展青森実行委員会（青森県立美術館内）
〒 038-0021  青森市安田字近野 185　Tel  017  783  3000　www.aomori-museum.jp

イラスト：田中誠輝、寺岡賢司 / 彩色：福谷直樹　©Ｒ＆Ａ / ＣＡ
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美術、映像、漫画、アニメ、
そして
最先端のロボティクスをとおして探る、
日本のロボットイメージ

　今日の日本では、産業や医療の現場から漫画・アニメ等のフィ
クションに至るまで、社会のあらゆる場面でロボットが重要な役
割を果たしています。なかでも人の形をした「ヒューマノイド」は、
美術をはじめとする諸芸術において身体の表現と結びつき、独自
の展開をとげてきました。本展は、ロボットと美術とのかかわり
の歴史を紹介し、その文化史的意義を問うものです。
　「ロボット」という言葉は 1920年、チェコの文学者カレル・チャ
ペックの戯曲『R.U.R.』において、初めて登場しました。その後、
新しい芸術運動や科学技術と結びついたロボットは、20 世紀初頭
の文化を華やかに彩るスター的存在となります。ロボットは同時
代の日本にも到来し、1924 年には築地小劇場が『R.U.R.』を翻訳
上演、1928 年に開催された大礼記念京都博覧会には《學天則》と
いうロボットが出品されました。
　戦後、ロボットは大衆文化において、なくてはならない存在と
なりました。ロボットをモチーフにした漫画やアニメは娯楽作品
としてだけでなく、ヒューマニズムや、時に反体制的なテーマも
扱う、深く重厚な物語にまで発展しました。そうしたロボットの
イメージは、現代の様々な分野における研究者やクリエイターに
大きな影響を与えています。
　本展は、20 世紀に生み出された「ロボット」をメインモチーフ
としてとりあげることにより、科学技術と芸術、そして私たちの
身体観の相互的な結びつきを明らかにしようとする試みです。

  関連イベント

シンポジウム：「ロボットと美術」展とは何か
日時：7月 10 日（土）　14：00 － 15：30
パネリスト：川西由里（島根県立石見美術館主任学芸員）、村上
敬（静岡県立美術館上席学芸員）、工藤健志（青森県立美術館学芸主幹）

会場：ワークショップ A
聴講料：無料　※事前申し込みは不要です。

横尾忠則記念講演会
日時：8月 1 日（日）　14：00 － 15：30（開場 13：30）
講師：横尾忠則（美術家）
場所：シアター（定員 200、当日先着順）
聴講料：無料　※ ただしロボット展のチケット（半券可）と、整理券
が必要となります。整理券は、11：00よりシアター前にて配布いたします。

定員に達し次第、配布を終了いたします。

上田信記念講演会
日時：8月 15 日（日）　14：00 － 15：30（開場 13：30）
講師：上田信（イラストレーター）　
場所：シアター（定員 200、当日先着順）
聴講料：無料
※事前申し込みは不要です。定員に達し次第入場を締め切ります。

至 弘前

時遊館

青森県立
美術館

アスパム

JR 青森駅

至 青森空港

東北自動車道
青森 I.C.

三内丸山遺跡

青森県庁

至 浅虫

国道7号線

至 みちのく有料道路

自衛隊

P

コマツ青森

マツダドライビングスクール

免許センター

三内丸山
遺跡前

日本通運

県立美術館前

浪
館
通
り

環
状
バ
イ
パ
ス

運動公園

ワークショップ：「夏休みわくわくロボット工作教室」
楽しく工作しながら，ロボットの体を動かす仕組みについ
て学ぼう
日時：2010 年 8 月 8 日（日）　13：30 － 17：00
講師：野坂佳孝（十和田市立法奥小学校教諭）
場所：ワークショップ A
定員：30 名
料金：無料
協賛：株式会社タミヤ

そのほかにも会期中にはたくさんのイベントが開催されま
す。詳しくはホームページをご覧下さい。

お問合せ先
「ロボットと美術」展青森実行委員会（青森県立美術館内）
〒038-0021　青森市安田字近野 185 
Tel 017-783-3000　Fax 017-783-5244
www.aomori-museum.jp
E-mail bi jutsukan@pref.aomori . lg. jp

 会場

アクセス
JR 青森駅から車で 20 分。
青森空港から車で 20 分。
東北縦貫自動車道青森 I.C. から車で 5 分。
青森市営バス青森駅前 2番バス停から免許センター 行き
「県立美術館前」下車 （所要時間約 20 分）

1. 村上隆《Inochi doll / Versions: David, 2008》フィギュア  ©2008 Takashi Murakami/Kaikai Kiki 
Co., Ltd. All Rights Reserved.　2. 小松崎茂《パトロールロボット》  株式会社バンダイ蔵　3.「機動戦
士ガンダム」  © 創通・サンライズ　4. 東郷青児《帽子をかむった男（歩く女）》名古屋市美術館蔵 5.
手塚治虫「鉄腕アトム」複製セル画（第 78 話 50 万年後の世界 /1963 年版）  ©手塚プロダクション・
虫プロダクション　6. 相澤次郎《モデルロボット》財団法人日本児童文化研究所蔵
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オリジナルアニメーション制作スタッフ

原作：トリメガ （川西由里、工藤健志、村上敬） / 
監督：ロマのフ比嘉 / 脚本：湯浅弘章 / キャラクター原
案：D.K / キャラクターデザイン：田中誠輝 / メカニカ
ルデザイン：寺岡賢司 / アニメーション制作：株式会社
アスリード、有限会社スタジオアールエフ / 製作：株式
会社キャラアニ、ロボットと美術展実行委員会
©Ｒ＆Ａ / ＣＡ
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